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201７年 5月 17日 

報道関係各位 

 

～うつ傾向のある人の意識と行動に関する調査結果発表～ 

精神的・身体的な不調の相談意向があるものの、 

身近なかかりつけ医に実際に相談している人は約 1割 

 

塩野義製薬株式会社（本社：大阪市中央区、代表取締役社長:手代木 功、以下「塩野義製薬」）

は、2016年 2月に、うつ傾向のある人の意識と行動の実態を把握することを目的に、調査を実施しま

したのでお知らせいたします。 

うつ病の患者数は厚生労働省の統計で約 73万人と推計されています1。さらに、うつ病・うつ状態

でありながらも、医療機関で診断・治療を受けていない潜在的な患者さまが 230万人存在するとも推

定されており2、うつ症状を相談できていない方がまだ多く存在することが分かっています。しかしなが

ら、うつ病・うつ状態を放置することで症状の悪化や、治療の長期化などが問題になるため、早期発

見・早期治療が重要であると言われています。そのような背景から、塩野義製薬では、うつ傾向のある

方々が身近なかかりつけ医に精神的な不調を含めどのように相談をされているのか、またその要因に

ついてより深く現状を把握するために、調査を行いました。 

調査結果からは、精神的・身体的不調の相談意向があるものの、身近なかかりつけ医に実際に相

談した人は約 1割であることが明らかとなりました。 

調査監修医の藤田保健衛生大学医学部 精神神経科学講座 教授 内藤宏先生は、今回の結果

を受けて次のように述べられています。「うつ病は、決してまれな病気ではなく、誰でもかかる可能性

のある病気です。患者さんは精神的・身体的な不調を感じたら、まずは身近なかかりつけ医などにし

っかりと伝えることが重要です。また、医療者の方においても、来院患者さんの中に、うつ傾向のある

方々がいる可能性をご認識いただき、うつについて気にかけ、患者さんへの声かけを試みてほしいと

思います。」 

塩野義製薬は、「創薬型製薬企業として社会とともに成長し続ける」ことを経営目標として掲げた中

期経営計画 SGS2020の中で、「個人が生き生きとした社会創り」を当社が取り組むべき社会課題の

一つと認識し、「生きにくさ」を抱える人々が、個人の持つ本来の能力を発揮していただくためのサポ

ートを行っております。今回の調査結果を踏まえ、精神的・身体的な不調を感じている患者さまの健

康と QOLの改善に貢献できるよう、今後も情報提供に努めてまいります。 

                                                   
1 厚生労働省、平成 26年患者調査 
2 川上憲人「神経・精神疾患 診療マニュアル」日本医師会雑誌第 142巻・特別号(2)平成 25年 10月 1日発行 
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【調査概要】 

調査時期 ：2016年 2月 

調査手法 ：インターネット調査（全国） 

調査対象 ：[事前調査] 一般生活者の男女 20歳～69歳  19975人  

：[本調査] 以下の対象者条件に合致する 2028人 

対象者条件・・・事前調査に回答した 19975人のうち、二質問法*で「うつ傾向あり」かつ 

「うつ病の診断なし（及び最近専門医に受診していない）」 に該当 

 

*二質問法：「最近 1カ月間、気分が沈んだり，ゆううつな気持ちになることがよくあった」または 

「最近 1カ月間、物事に対して興味がわかない，心から楽しめないことがよくあった」 

のいずれか１項目該当で「うつ傾向あり」と判定 

（鈴木竜世ほか：精神医学 2003;45:669-708） 

調査主体 ：塩野義製薬 

 

【調査結果要約】 

＜事前調査結果より＞ 

二質問法でうつ傾向がある人のうち、現在「うつ病／うつ状態」の診断・治療を受けている人は

8.1%でした。また、うつ傾向がある人の 43.6%は最近内科を受診しており、内科医との接点は少なく

ないことが示唆されました。うつ傾向のある人がかかえる不調として、「物事を悪い方向に考えてしま

う」「いつもなら楽しいことが気がすすまなくやる気が出ない」といった精神的不調や、「疲労倦怠感」

「肩の痛み」「睡眠障害」「頭痛・頭重感」といった身体的不調が多くみられました。 

＜本調査結果より＞ 

うつ傾向がありながらも、うつ病の診断・治療を受けていない“うつ未診断者”のうち、身近なかかり

つけの内科医がいると回答した人は約半数でした。 

 そのような内科医がいても、「専門外のことでも相談できる」と回答した人は 22.4％であり、精神的・

身体的不調について相談意向があって、実際に相談した人は約 1 割であることが明らかになりまし

た。 

 

なお、調査結果の詳細につきましては、「内藤 宏、宮崎 仁ほか, Therapeutic Research, 

2017,38（4）, 413 」に掲載されています。 

以上 

 

 

[お問合せ先] 

塩野義製薬株式会社 広報部 

TEL：06-6209-7885  FAX：06-6229-9596 
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<事前調査結果> 

1. うつ傾向のある人のうち、うつ病の診断・治療を受けている人は 8.1% 

 二質問法でうつ傾向のある人のうち、「うつ病／うつ状態」の診断・治療を受けていない人が 91.9%

と多くを占めており、「現在、医療機関で診断されている」と回答した人は 8.1％と少数派でした。 

 Q.現在，以下のような疾患(うつ病/うつ状態)がありますか。 

19.8% 66.8%8.1% 5.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

うつ傾向あり

現在，病院で診断されている おそらくその病気だと思う

その病気かもしれない おそらくその病気ではない

 

 

 

2. うつ傾向のある人で、最近内科を受診した人は 4割 

二質問法でうつ傾向のある人のうち、「最近内科に通った・行った」人は 43.6%でした。 

 Q. 最近，以下の病院に通ったり，行ったことがありますか。 
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  「現在,医療機関で診断・治療を受けていない」：91.9%   
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3. うつ傾向のある人がもつ不調として、精神的不調では「ネガティブ思考」「意欲減退」、身体的不調 

では「疲労倦怠感」「肩の痛み」などが上位にあげられる 

 うつ傾向のある人は、精神的不調では「物事を悪い方向に考える」「いつもなら楽しいことが気がす

すまなくやる気が出ない」が、身体的不調では「疲労倦怠感」 「肩の痛み」「睡眠障害」「頭痛・頭重

感」を訴える割合が多くなっています。また、約 35%の人が“よくある不調”が 6 個以上あるとしていま

す。 

  

Q. あなたは現在，以下のような不調をかかえていますか。 

   【うつ傾向ありの人の 50%以上が“よくある”“ときどきある”と回答した精神的及び身体的不調 】  

   

 

【 精神的不調 】
うつ傾向

あり

うつ傾向

なし

物事を悪い方向に考える 74.1 21.0

いつもなら楽しいことが気が進まない、

やる気がない
73.9 17.4

気分が重苦しく、泣きたくなる 63.7 11.1

体のあちこちが重く感じる 63.1 18.5

不安でいてもたってもいられない 62.0 12.1

話や本の内容が入ってこない 59.1 15.2

自分のことなんかどうでもいい、 消えて

なくなりたい、死にたいと思うことがある
53.3 6.7

【 身体的不調 】
うつ傾向

あり

うつ傾向

なし

疲労倦怠感 76.5 31.2

肩の痛み 73.7 53.1

睡眠障害 （寝付けなかったり早く目が

覚めてしまう、または逆に眠りすぎる）
70.8 29.6

頭痛・頭重感 70.3 44.0

腰の痛み 69.5 51.1

首の痛み 66.6 44.7

食欲不振 65.9 23.9

腹痛 53.0 28.3
 

 

 

【うつ傾向有無での“よくある”身体的および精神的不調の数】 
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<本調査結果> 

4. うつ未診断者で、身近なかかりつけの内科医がいる人は約半数 

うつ未診断者で、身近なかかりつけの内科医がいると回答した人は 53.6%でした。 

Q. あなたは【身近な内科医】に，おおよそどれくらいの頻度で行きますか。 

 

9.0% 9.9% 10.2% 7.1% 13.8% 46.4%

1.3%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

うつ

未診断者

１週間に１回以上 ２～３週間に１回くらい １ヶ月に１回くらい

２～３ヶ月に１回くらい 半年に１回くらい １年に１回くらい

１年に１回未満 そのような医師（病院）はいない

 

 

 

5. 身近なかかりつけ医に対して「専門外のことでも相談できる」と考える人は 2割 

身近なかかりつけ医に対する意識として、「専門外のことでも相談できる」について「そう思う」または

「ややそう思う」と回答した人は合わせて 22.4%でした。 

 Q.その【身近な内科医】について，どのように思っていますか。 

 

 

26.6% 23.7% 27.3%4.0% 18.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

 

(n=2028) 

 

 「身近な内科医がいる」:53.6%  

５３．６％  

【専門外のこと 

でも相談できる】 

（身近な内科医：普段何かの不調を感じたときに最初に行こうと思う、さまざまな不調を幅広く見てもらえる内科の医師（病院）のこと） 

 「身近な内科医はいない」  

５３．６％  

うつ未診断者で、身近な内科医がいる人(n=1087) 
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6, うつ未診断者のうち、身近なかかりつけ医に「相談意向」があり、かつ実際に「相談した」人は 

約 1割 

うつ未診断者全体のうち、身近なかかりつけ医に「相談意向」があり、かつ実際に「相談した」人は

12.5％でした。 

 

 【うつ未診断者の、身近なかかりつけ医への相談意向×相談状況（相談有無）による層別化】 

 

 

 

 

 

 

※身近なかかりつけ医への相談意向「相談したい、相談したくない」について 

             “Q,身近な内科医に「不調のことを相談したい」”において 

            「そう思う」「ややそう思う」とした場合は、「相談したい」 

            「どちらともいえない」「あまりそう思わない」「そう思わない」とした場合は、「相談したくない」 

        ※身近なかかりつけ医への相談状況（相談有無）「相談した、相談していない」について 

            “Q,身近な内科医に「不調のことを相談した」”において 

            「非常にあてはまる」「ややあてはまる」とした場合は、「相談した」 

            「あてはまらない」とした場合は、「相談していない」 

        ※「相談したくない」層には、「相談した」人も一部含まれます 

 

 

35.1% 46.4%12.5% 6.0%
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うつ
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相談したい×相談した 相談したい×相談していない

相談したくない 身近な内科医はいない

 (n=2028) 
 「身近な内科医がいる」  

５３．６％  


